
 

 

 

平成22年度 事業報告 

（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

１．概 況 

 

東日本大震災により被害に遭われた方々、関係者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

さて、当年度の新設住宅着工戸数は約81万3千戸、前年比3.1％の微増でしたが、リフォーム市場にも減税、低

金利の効果が出て、消費マインドも6月頃から3月初旬までは徐々に上向いていきました。ところが、その矢先

に地震と大津波が発生、インテリア市場は景気回復の恩恵を享受する前に、多くの産業同様に深刻な打撃を被り

ました。電力不足による工場の操業停止や計画停電による生産能力の低下に加え、IT 革命と呼ばれる中東地域の

民主化運動の混乱に起因する石油価格の高騰が相まって、当年度の国内ＧＤＰを約 2％押し下げたと見られてい

ます。 

会員企業の多くは、仙台の事業所をはじめ工場、流通センター等において少なからぬ損壊が発生しましたが、各

社は迅速な復旧作業に努め業務再開に漕ぎつけると共に、被災地に向け多額の義援金やインテリア用品等の支援

を行いました。 

２．一般会計事業 

一般会計事業については、定款第4条並びに第19回通常総会において承認された平成22年度事業に基づき、

JAPANTEX実行委員会、流通合理化委員会、需要開拓委員会、環境技術委員会、調査・人材育成委員会、各専門

委員会、各分科会により次の通りインテリアファブリックス事業に関する調査研究、情報の収集及び提供、研

修会、セミナー等の開催、内外関係機関との交流並びに協力に関する事業を行った。 

(1)ＪＡＰＡＮＴＥＸ実行委員会 

①インテリアトレンドショー 第29回JAPANTEX2010の開催 

・Good day, Good style （サブテーマ）「飾育」つながる、はぐくむ、まなぶ。 をテーマにインテリ

アの魅力を発信した。 

・コンセプトは日頃からインテリアを考える習慣を養い、より豊かな住生活を実現するための知識や

技術を身に付け、明るく健全な住生活を実践できる人々の輪を広げる活動を推進すること。 

・インテリア産業全体でプロ及び消費者に対する生活提案を行った。 

・40講座のセミナーを行った。 

・アトリウムにおいて、「HOTPOiNT」を展開。日本が誇る舞台芸術家小竹信節氏のアートディレクショ

ンによる実在映像と創造映像をミックスした仮想空間演出を披露した。 

・インテリアデザインコンペを実施し入選作品の展示、表彰を行った。 

②内外関係機関との交流及び協力 

・海外より56社／団体の出展があった。 
・（社）日本能率協会主催の「ジャパンホームショー2010」と、インテリア・建材の総合的な展示会を

実現するとの共通認識を確認し、相互入場、招待券の配布協力等を行った。 

(2)流通合理化委員会 

①「NIFデータベース」「NIFインテリア・シミュレーション・システム」の廃止 

新たな「情報提供/システム」への移行を前提に、平成22年6月30日をもって「NIFデータベース」「NIF

インテリアシミュレーションシステム」を廃止した。 

②「NIFデータベース」に代わる新たな「情報提供システム」構築 



データベースのユーザー調査を実施。結果を基に、専門委員会、業者からの提案をベースとしてシス

テム概要を組み立てた。 

・業界情報や見本帳などのインデックスのイメージ。 

・会員各社のホームページ上の見本帳データベースとの連携を基本とする。 

・プロユーザーが主ではあるが関心の高いエンドユーザーもターゲットにできるようなシステム。 

・システムの廃止と同時に従来の商品データベースではなく新たな情報提供システムの構築をスター

ト。 

・平成22年11月7日に新情報システム（NIFオフィシャルホームページ）をリニューアルリリース。 

③その他 

・JAPANTEX2010会場にてホームページのリニューアル告知のチラシを配布した。 

・新たな「情報提供システム」の認知度アップのため、まずは会員各社のホームページとのリンクを

図ることとした。 

 (3) 需要開拓委員会 

①生活者を対象とした需要開拓のための活動 

・「4月10日はインテリアを考える日.com」の露出を増やしアクセス数をアップさせるため会員会社の

ホームページとのリンクの強化を図った。 

・｢毎月10日はインテリアを考えよう」コーナーから各社の推奨商品へのリンクを行い、会員企業の商

品を買換え需要の喚起につなげた。 

・エンドユーザー対象「第１回インテリアスタイル公募」キャンペーンを開催し、大賞 1 点、協会賞

20点を選定しJAPANTEX2010会場で受賞作品のパネル展示を行った。 

・11月7日より「キッズ・インテリア」コンテストをスタートした。(発表は23年4月10日) 

・JAPANTEX2010 にて「4月 10 日はインテリアを考える日」の浸透を目的としてチューリップの球根を

3000セット配布、キッズ公募の告知、4月10日ホームページのPRも実施した。 

②物性マーク（NIFマーク）の管掌 

・「NIF」商標登録が12月に完了。NIFマークの部分修正案（NIFとマークを合体）を作成した。 

③ＷＴＰ（ｳｲﾝﾄﾞ-ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ事業活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）の推進 

・需要開拓専門委員会との連携強化のため「NIF・WTP 連絡協議会」をスタート、22 年中に 3回開催し

NIFの収益事業などについて検討を行った。 

④内外関係機関との交流及び協力 

・需要開拓（買換え需要喚起）推進のため近隣団体・企業との交流を図った。 

 (4) 環境技術委員会 

①ＨＢＣＤ関連 

・3月10日、NIF会長名、日本染色協会長名の連名で、経産省繊維課長に対し｢HBCDの代替に伴う課題

と支援願い書｣を提出した。 

-防炎協会に係る防炎ラベル再取得に係わる費用の軽減措置について 

-防炎協会に係る洗濯後のドライクリーニング溶剤でのすすぎ洗いの実施について 

・6月 15 日、第 1回専門委員会において、BSEF JAPAN（臭素化学・環境フォーラム）の今井代表から

HBCDの動向について説明を受けた。 

・9月3日、三省合同の化学物質審議会が行われ、HBCDの対策についての審議は、「有害性調査指示を

指示することが適当と考えられる。」との審議結果となったことから、10月21日、会長名で会員に対

し、HBCDに係わる法的スケジュールを文書で説明した。 

・12月 14日、第3回専門委員会において、経産省より9月30日、製造輸入業者に対する有害性調査

指示（三省大臣名）が発令されたことが報告された。 

・12月13日、発泡スチロール協会、押出発泡ポリスチレン工業会と共に、国立環境研究所を訪問、HBCD

加工品の廃棄物の焼却に関し検討を行った。 

・12月16日、エッセンシャルユースの要望に関する回答を行った。 

・12月24日、経産省化学物質安全課においてエッセンシャルユースに係わるヒアリングを受けた。 

・2月15日、第4回専門委員会において、HBCDに使用実態調査のまとめを行い、繊維課に報告した。 

②カーテンの遮光等級 

群馬県消費生活課より遮光カーテンの等級判定に関する意見書が届く。同様の文書が JIS にも来てお

り、急遽JIS、NIF、繊維技術評価協議会と打ち合わせを行い、7月23日付で回答書を送付した。 

③インテリアファブリックによる室内省エネ効果実証実験 



インテリアファブリックス性能評価協議会の委託研究に参加し、カーテン、カーペットの省エネ効果

を電力で換算する実験を行った。試料提供は住江織物、川島織物セルコン、リリカラより協力があっ

た。 

また、その中間報告をJAPANTEX2010のセミナー会場にて、大阪府立産業技術総合研究所・山本主任研

究員により行われた。 

 

(5)調査・人材育成委員会 

①テキストの改訂と発行 

・新｢ウィンドートリートメント｣ 

2002 年発行の｢NIF テキスト／カーテン｣と 2004 年発行の｢ウィンドートリートメント｣を前身とし

て、時代のニーズに合わせ全面的に見直しを行った。 

・新｢ウオールカバリング｣ 

2004年発行の｢ウオールカバリング｣を、全面的に見直しを行った。 

・｢フロアカバリング｣ 

2002年発行の｢NIFテキスト／カーペット｣を前身として、これを全面的に見直すと共に、プラステ

ィック系床材の基礎知識を新たに追加した。 

②人材育成基礎講座が6月3〜4日、TFTビルにおいて実施した。（参加者は31名） 

講師：｢壁装｣・・・森 保   ｢カーペット｣・・・・・釣部清紀 

   ｢床材｣・・・田中秀二郎 ｢ウィンドートリートメント｣・・・草刈和子、高橋千賀子 

③平成21年度の出荷・輸入実態調査（正会員全15社対象） 

調査実施期間を7月6日〜30日とし、結果を9月16日の幹事会、17日の理事会に報告した。 

④市場規模の策定 

出荷・輸入実態調査の集計を基に、各業界団体の統計を参考に9月より策定作業を開始し、11月の

専門委員会において最終確認を行った。尚、同原案は12月の幹事会において承認され、平成23年1

月に公開した。 

⑤その他 

・市場規模策定スケジュールの変更 

平成22年度の市場規模策定に関しては、基礎資料となる出荷・輸入実態調査を、平成23年度4月

に開始する。但し、出荷・輸入実態調査の回答が、会社の決算発表に係らないことを前提とする。

尚、結果を6月に報告の上、すべての策定を9月までに終了させ、10月の幹事会に諮ることとする。 

 

(6)その他 

(1) 季刊誌「NIF」を編集・発行 

(2) ホームページの更新 

  ・NIFホームページ（http://www.nif.or.jp/）  

    の掲載内容の更新をした。 

(3) 物性マークの許諾申請の審査、承認 

 ・会員企業からの物性マークの許諾申請について審査、承認を行った。 

(4)  ホルムアルデヒド自主基準申請の受付 

・カーテン等生地のホルムアルデヒド自主基準の申請を受付、インテリアファ ブリックス性能評価

協議会VOC認定委員会へ上申した。 

(5) テキスト類の受注、発送 

・テキストの受注および発送を行なった。 

(6) その他 

 

３．特別会計事業  

(1)ＪＡＰＡＮＴＥＸ２０１０の開催 

「インテリアトレンドショー 第29回JAPANTEX2010」を、平成22年11月17日（水）～19日（金）、東京

ビッグサイト西１・２ホールにおいて実施した。出展者数8カ国、159社・団体（内海外56社・団体）、出

展小間数 640小間、入場登録者数は17,837名であった。 



インテリアファブリックスを中心に、室内装飾品、ホームファッション等、デザイン性に優れた商材で、

トレンド性の高いコーディネーションを提案し、インテリア業界の新しいビジネスの潮流を示唆する

と共に、業界の活性化、国民の住生活の質的向上を図り、業界活性化に寄与した。 

 (2)ＮＩＦ活性化プロモーション 

NIFの活動内容を啓発し、企業の加盟価値を高めると共に協会会員のモチベーションアップを主たる目

的としてクロスメディア方式により下記広報活動を行った。 

① TV制作、放映｢インテリアは素晴らしい｣ BS朝日 11月 7日 PM4:00～5:00 

② TVCM(スポット) ｢インテリアファブリックスと JAPANTEX2010｣ BS朝日 11月3～16日 

③ 新聞広告｢飾育を考えよう｣ 朝日新聞 カラー全 15段 11月 7日朝刊 

 

４．総会、理事会、幹事会及び事業委員会、関連事業会議の開催実績 

総会  第１９回通常総会  ５月２６日（水） 

  第１９回通常総会懇親会  ５月２６日（水） 

    

理事会   第６７・６８回理事会  ５月２６日（水) 

  第６９回理事会  ９月１７日（金） 

    

運営委員会  第１回運営委員会  ４月２３日（金） 

  第２回運営委員会  ６月１６日（水） 

  第３回運営委員会  ７月２１日（水） 

  第４回運営委員会  ８月１８日（水） 

  第５回運営委員会  ９月１６日（木） 

  第６回運営委員会 １０月２０日（水） 

  第７回運営委員会 １２月１５日（水） 

  第８回運営委員会  １月２０日（木） 

  第９回運営委員会  ２月１６日（水） 

    

幹事会   ４月幹事会  ４月２３日（金） 

   ６月幹事会  ６月１６日（水） 

   ７月幹事会  ７月２１日（水） 

   ８月幹事会  ８月１８日（水） 

   ９月幹事会  ９月１６日（木） 

  １０月幹事会 １０月２０日（水） 

  １１月幹事会 １１月１７日（水） 

  １２月幹事会 １２月１５日（水） 

   １月幹事会  １月２０日（木） 

   ２月幹事会  ２月１６日（水） 

    

委員会等の開催 JAPANTEX実行委員会 第 ３回実行委員会  ４月 ９日（金） 

  第 ４回実行委員会  ５月１４日（金） 

  第 ５回実行委員会  ６月１１日（金） 

  第 ６回実行委員会  ７月 ８日（木） 

  第 ７回実行委員会  ８月 ６日（金） 

  第 ８回実行委員会  ９月１０日（金） 

  第 ９回実行委員会 １０月 ８日（金)  

  第１０回実行委員会 １１月 ５日（金） 

  第１１回実行委員会 １１月１６日（火） 

  第１２回実行委員会 １２月１０日（金） 

  第 １回実行委員会（23年度） ２月 ８日（火） 

  第 ２回実行委員会（  〃  ） ３月 ８日（火） 

    

  第４回チームリーダー会議  ４月 ９日（金） 

  第５回チームリーダー会議  ５月１４日（金） 



 JAPANTEX 第６回チームリーダー会議  ６月１１日（金) 

  第７回チームリーダー会議  ７月 ８日（木） 

  第８回チームリーダー会議  ７月２７日（火） 

  第９回チームリーダー会議  ８月 ６日（金） 

  第 10回チームリーダー会議  ９月１０日（金） 

  第 11回チームリーダー会議 １０月 ８日（金） 

  第 12回チームリーダー会議 １１月 ５日（金） 

    

  セミナー分科会  ４月 ２日（金) 

  セミナー分科会  ４月 ７日（水） 

  セミナー分科会  ４月２７日（火) 

  セミナー分科会  ６月１０日（木） 

  セミナー分科会  ７月２６日（月） 

  セミナー分科会  ９月１０日（金) 

    

  動員分科会  ４月 ８日（木） 

  動員分科会  ４月１３日（火） 

  動員分科会  ４月１６日（金） 

  動員分科会  ９月 ７日（火） 

  動員分科会  ９月２８日（火） 

  動員分科会 １０月 ４日（月） 

    

  出展動員分科会(23年度)  ３月２５日（金) 

    

  公募分科会  ４月 １日（木） 

  公募分科会  ６月２１日（月） 

  公募分科会  ８月１０日（水） 

    

  公募第1次審査  ８月 ４日（水） 

     〃  ８月 ５日（木） 

   〃  ８月 ６日（金） 

     〃  ８月 ９日（月） 

     〃  ８月１０日（火） 

    

  公募第２次審査 １１月 ８日（月） 

     〃 １１月１０日（水） 

     〃 １１月１１日（木） 

     〃 １１月１２日（金） 

    

  ツール分科会  ９月 ２日（木) 

  ツール分科会  ９月 ３日（金) 

    

  デザインコンペ合同相談会  ９月１５日（水） 

    

  Web・広報分科会  ５月２７日（木） 

  Web・広報分科会  ７月１５日（木） 

  Web・広報分科会  ９月２９日（水） 

  出展検討説明会  ３月２５日（木） 

  出展検討説明会  ４月 ８日（木） 

  出展検討説明会  ４月２２日（木） 

  出展検討説明会  ５月１３日（木） 

  出展検討説明会  ５月２０日（木） 

    

  JAPANTEX2010出展者説明会  ８月２５日（水） 

 JAPANTEX/IPEC/ｲﾝﾃﾘｱﾌｪ

ｽﾃｨﾊﾞﾙ 

共同記者発表会  ８月２５日（水） 



 JAPANTEX 第3回HOT POiNT分科会  ４月 ５日（月） 

  HOT POiNT分科会  ７月 ６日（火） 

     〃  ８月 ９日（月） 

    

 JAPANTEX2010 開会式 １１月１７日（水) 

  第２日 １１月１８日（木） 

  第３日 １１月１９日（金) 

    

 Tokyo Designers Week 出展 10/29～11/3 

    

 流通合理化委員会 第１回専門委員会  ５月１３日（木) 

  第２回専門委員会 １０月２１日（木） 

    

 需要開拓委員会 第１回専門委員会  ７月 ６日（火） 

  第２回専門委員会  ８月 ３日（火） 

  第３回専門委員会  ９月 ９日（木） 

  第４回専門委員会 ９月２１日（火） 

  第５回専門委員会 １０月 ５日（火） 

  第６回専門委員会 １２月 １日（水） 

  第７回専門委員会  １月２８日（金) 

  第８回専門委員会  ３月１０日（金) 

    

 環境技術委員会 第１回専門委員会  ６月１５日（火） 

  第２回専門委員会  ９月 ９日（木） 

  第３回専門委員会 １２月１４日（火） 

  第４回専門委員会  ２月１５日（火） 

    

   省エネ効果実験研究会  ９月 ２日（木） 

    

 調査・人材育成委員会 第１回専門委員会  ４月 ９日（金） 

  第２回専門委員会  ７月 ５日（月） 

  第３回専門委員会  ９月 ９日（木） 

  第４回専門委員会 １１月３０日（火) 

  第５回専門委員会  ３月２９日（火） 

    

  第２回テキスト分科会  ４月２６日（月） 

  第３回テキスト分科会  ４月２７日（火） 

  第4回テキスト分科会  ７月 ５日（月） 

  第5回テキスト分科会  ７月 ６日（火） 

    

  人材育成基礎講座  ６月 ３日（木） 

  人材育成基礎講座  ６月 ４日（金） 

    

 IF製品性能評価協議会 代表者会議  ７月１６日（金） 

    

  ＶＯＣ認定委員会  ６月２９日（火） 

  ＶＯＣ認定委員会  ８月２０日（金） 

  ＶＯＣ認定委員会 １０月１５日（金） 

  ＶＯＣ認定委員会 １２月２１日（火） 

  ＶＯＣ認定委員会  ２月２４日（木） 

  ＶＯＣ認定委員会  ３月２４日（木） 

    

   以上 

 


